
「
民
報
藤
島
」
前
号
の
「
子

ど
も
の
数
」
の
グ
ラ
フ
を

大
き
く
し
ま
し
た
。

人
口
１
万
１
０
６
５
人

の
藤
島
よ
り
３
３
３
４
人

も
少
な
い
三
川
町
（
７
７

３
１
人
）
の
方
が
０
歳
児

が
上
回
っ
た
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
の
三
川
町
の
若
者

定
住
対
策
の
成
果
で
す
。

三
川
町
の
出
産
祝
金
は
、

第
１
子
と
２
子
に

万
円
、
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第
３
子
以
降
に
５
年
間
で

万
円
が
あ
り
、
５
歳
児

50の
幼
稚
園
保
育
料
が
無
料

で
、
最
高

万
円
の
住
宅

70

建
設
費
補
助
金
、
中
学
３

年
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

若
い
世
代
の
支
援
策

定
住
政
策
や
移
住
政
策

で
成
功
し
て
い
る
例
は
、

長
野
県
下
条
村
が
人
口
４

０
０
０
人
を
キ
ー
プ
し
、

若
年
人
口
比
率
が
県
内
一

で
、
若
者
定
住
住
宅
建
設
、

子
育
て
や
子
ど
も
の
生
活

支
援
に

以
上
の
事
業
を

30

立
ち
上
げ
て
い
る
こ
と
。

過
疎
化
に
至
っ
た
泰
阜

や
す
お
か

村
は
人
口
１
８
８
０
人
で
、

む
ら

「
若
者
人
口
増
加
促
進
策
」

を
打
ち
出
し
（
左
上
表
）、

人
口
の
社
会
増
が
県
内
一

（
２
０
１
２
年
）
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

逆
に
、
子
ど
も
の
数
が

少
な
く
な
る
こ
と
を
前
提

に
学
校
統
廃
合
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
、
地
域

の
再
生
と
い
う
視
点
が
欠

け
（
澤
井
勝
・
奈
良
女
子

大
学
名
誉
教
授
）、
事
態
を

悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
「
若
い
世
代
の
支
援
策
」

を
広
く
採
用
す
る
こ
と
が

地
域
存
続
の
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。

2014年４月20日
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月２００円程度）
4月 21人 16,300円
3月 31人 40,100円
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鶴岡市の旧町村と三川町の子どもの数（平成26年3月31日現在）
人

年齢

藤島
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温海

朝日

三川町
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櫛引

2014.03.31 人口(国勢調査)

0歳児 2010年 2005年

藤島 56 11,065 11,595

羽黒 40 9,059 9,323

櫛引 49 7,794 8,320

朝日 22 4,798 5,378

温海 34 8,698 9,641

三川町 58 7,731 8,003

長野県泰阜村（やすおかむら）の

若者人口増加促進助成金

【結婚祝金】１組 １０万円

【出産祝金】第１子 １０万円・第２子 ２０万円・第３子

以上の１子に付き ５０万円

【村内企業就労助成金】１人に付き １０万円

【結婚仲介報償金】１組に付き ５万円

【中学生手当】子１人に付き 月額５千円

【村営住宅家賃助成金】小学生未満の子がある世帯に対し、

住宅使用料から月額の２０％相当額を減免する。

合併前にあった子育て・若者支援策
【藤島】
●低い保育料：Ｈ24と比べ平均保育料で月額6,317円
安い。３歳児以上標準で月額15,500円（H24：27,000
円）
●新入学児童ランドセル贈呈
●教育ローン利子補助
●中学生の県大会以上派遣は全額補助（現行５分の４）
【羽黒】
●誕生祝金：第３子以降に20万円
●低い保育料：Ｈ24と比べ平均保育料で月額2.338円
安い
●新入学児童ランドセル贈呈
●体育文化活動児童・生徒褒賞
●中学生の県大会以上派遣は全額補助（現行５分の４）
【櫛引】
●幼児通園バス：無料
●青年サークル補助
●中学生の県大会以上派遣は全額補助（現行５分の４）
【朝日】
●低い保育料：Ｈ24と比べ平均保育料で月額1,378円
安い。第３子以降が無料
●新入学児童ランドセル贈呈
●安い学校給食費：炊飯直営のため小学校234円、中
学校280円（Ｈ26は全市で小学校258円、中学校299円）
●体育文化活動児童・生徒褒賞
●中学生の県大会以上派遣は全額補助（現行５分の４）
【温海】
●誕生祝金（第３子10万円、第４子30万円、第５子50
万円）
●低い保育料：Ｈ24と比べ平均保育料で月額2,075円
安い
●中学生の県大会以上派遣は全額補助（現行５分の４）
●体育文化活動児童・生徒褒賞
●成人式記念品
●結婚相談事業（予算200万円）
●持家住宅建設資金利子補給補助（新規借入）
●「地域産杉」利用住宅等建築奨励事業（30万円限度)



４
月

日
付
し
ん
ぶ
ん
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赤
旗
、「
新
た
な
『
安
全
神

話
』
に
も
と
づ
く
原
発
推

進
路
線
の
撤
回
を
求
め
る
」

志
位
委
員
長
談
話
で
あ
る
。

安
倍
政
権
は
、
反
対
世
論

を
あ
ざ
笑
う
よ
う
に
、「
３

・

」
の

日
に
「
エ
ネ

11

11

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
を
閣

議
決
定
し
た
。

原
発
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源(

基
幹
電
源)

と
し
、

今
後
一
定
割
合
は
原
発
依

存
に
す
る
と
い
う
。「
原
子

力
に
依
存
し
な
く
て
も
よ

い
経
済
・
社
会
」(

自
民)

「
可
能
な
限
り
速
や
か
に

原
発
ゼ
ロ
」(

公
明)

と
い

う

先
の
総
選
挙
・
参
院
選

の
公
約
は
あ
っ
さ
り
投
げ

捨
て
、
経
団
連
へ
の
「
公

約
」
は
最
優
先
で
あ
る
。

安
倍
首
相
は
原
案
了
承
の

３
日
夜
、
原
子
力
産
業
会

長
・
経
団
連
名
誉
会
長
の

今
井
敬
氏
ら
財
界
人
と
得

意
の
宴
席
を
開
き
、
再
稼

働
推
進
を
語
っ
て
い
た
と

い
う
。

原
子
力
規
制
委
員
会
審

査
を
合
格
し
た
原
発
は
再

稼
働
す
る
と
明
記
、「
審
査

合
格
原
発
は
安
全
」
と
い

う
新
た
な
「
安
全
神
話
」

を
つ
く
っ
た
。「
核
の
ゴ
ミ
」

や
事
故
処
理
を
含
め
れ
ば

「
究
極
の
高
コ
ス
ト
」
電

源
で
あ
り
、
事
故
が
起
き

れ
ば
「
最
悪
の
不
安
定
電

源
」
で
あ
る
こ
と
は
フ
ク

シ
マ
大
犠
牲
で
明
ら
か
で

あ
る
。
国
民
の
怒
り
噴
出

は
当
然
で
あ
る
。(

・
４
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・
)12

「
デ
イ
ッ
ク
と
ネ
コ
一
匹
」

大
沼

浩

ボ
ー
・
ベ
ル
ズ
に
呼
び

返
さ
れ
た
デ
イ
ッ
ク
は
、

元
の
主
人
の
雇
い
に
戻
り

ま
し
た
。
そ
の
後
ほ
ど
な

く
主
人
は
、
持
ち
船
が
モ

ロ
ッ
コ
に
出
航
す
る
の
で
、

召
使
い
た
ち
に
交
易
の
品

を
募
り
ま
し
た
。
デ
イ
ッ

ク
は
ネ
コ
一
匹
し
か
持
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

そ
れ
を
託
し
ま
し
た
。
た

ま
た
ま
モ
ロ
ッ
コ
の
国
王

は
ネ
ズ
ミ
に
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
デ
イ
ッ
ク

の
ネ
コ
が
退
治
し
ま
し
た
。

王
は
大
変
喜
ん
で
、
高
額

の
値
段
で
買
い
上
げ
ま
し

た
。
デ
イ
ッ
ク
は
そ
の
金

で
事
業
を
始
め
、
大
金
持

ち
に
な
り
、
主
人
の
娘
と

結
婚
し
ま
し
た
。
彼
は
ナ

イ
ト
に
な
り
、
三
度
ロ
ン

ド
ン
の
市
長
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
は
伝
説
で
、
三
度

の
ロ
ン
ド
ン
市
長
の
ほ
か

は
実
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
の
父
の
ウ
イ
リ
ア
ム
は

富
裕
な
雑
貨
商
で
し
た
。

彼
は
ま
た
ホ
イ
ッ
テ
イ
ン

グ
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
を
創

設
し
て
い
ま
す
。

南
方
熊
楠(

み
な
み
か
た

く
ま
ぐ
す
・
１
８
６
７
～

１
９
４
１
・
植
物
学
・
民

俗
学
者)

に
「
猫
一
匹
の
力

に
憑
っ
て
大
富
と
な
り
し

人
の
話
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の

「
五
十
の
逸
話
集
」
に
も

入
っ
て
い
ま
す
。

▼
有
識
者
懇
談
会
で
は
、

そ
れ
を
許
す
議
論
が
多
く

な
っ
た
と
首
相
は
喜
ん
で

い
る
が
、
同
じ
考
え
の
連

中
だ
け
だ
か
ら
。
だ
か
ら

っ
た
っ
て
反
対
は

％
を

60

超
え
て
い
て
、
だ
ん
だ
ん

増
え
い
て
い
る
ん
で
す
ゾ
。

▼
更
に
砂
川
事
件
の
最
高

裁
判
決
を
持
ち
出
し
て
、

集
団
的
自
衛
権
を
許
し
て

い
る
と
言
い
出
し
た
が
、

こ
れ
は
ウ
ソ
で
す
ヨ
。
こ

の
裁
判
は
、
米
軍
が
日
本

に
居
る
こ
と
が
憲
法
に
違

反
し
て
い
な
い
か
と
の
裁

判
な
の
で
、
米
軍
は
憲
法

で
い
う
戦
力
で
は
な
い
と

の
判
決
だ
っ
た
の
だ
。

▼
当
時
の
岸
信
介
首
相
が
、

「
憲
法
上
は
集
団
的
自
衛

権
を
日
本
は
持
っ
て
い
な

い
（
１
９
６
０
年
３
月
31

日
・
参
院
予
算
委
員
会
）」

と
明
確
だ
っ
た
ん
だ
か
ら

『
赤
旗
』。

▼
こ
う
し
て
知
ら
な
い
人

を
騙
す
ん
だ
ゼ
。
自
分
で

は
戦
争
に
行
か
な
い
者
た

ち
が
戦
争
で
金
儲
け
を
し

た
い
た
め
に
だ
。（
石
川
）

※
前
号
訂
正
：
「
寅
」
は

「
虎
」
の
誤
り
で
し
た
。

（
苛
政
は
虎
よ
り
も
猛
し

か

せ
い

た
け

…
悪
い
政
治
は
人
を
食
う

虎
よ
り
も
恐
ろ
し
い
こ
と
）

事
も
あ
ろ
う
に
「

」
に
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新
た
な
「
安
全
神
話
」
で
「
原
発
永
久
化
宣
言
」

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

しんぶん赤旗2014年4月12日付

渡前小学校の入学式は、４年生
の伝統の獅子踊りが新入生の入
場を導き、踊りの披露から始ま
りました（９日）。

知
ら
な
い
人
を
騙
す
ん

だ
ゼ集

団
的
自
衛
権
に
反
対

す
る
者
に
ど
う
し
て
押
し

つ
け
る
か
。
ア
メ
リ
カ
と

一
緒
に
戦
争
し
た
い
輩
は

一
生
懸
命
で
す
ネ
ー
。
こ

の
話
を
ア
メ
リ
カ
が
歓
迎

し
て
い
る
と
伝
え
て
い
る

が
、
元
々
は
ア
メ
リ
カ
の

要
求
な
ん
で
す
。
少
し
昔

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
か
。

▼
か
つ
て
自
民
党
は
、
湾

岸
戦
争
の
時
に
憲
法
九
条

が
あ
る
か
ら
多
国
籍
軍
に

自
衛
隊
は
出
せ
な
い
か
ら

と
相
当
多
額
の
金
を
出
し

た
こ
と
の
覚
え
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
ン
デ
、
金
を
握

っ
て
か
ら
ど
う
言
っ
た
？
。

ア
メ
リ
カ
は
「
金
だ
け
出

し
て
血
を
流
さ
な
い
の
か
」

と
言
い
あ
が
っ
た
ん
だ
ゾ
。

▼
そ
の
時
、
憲
法
を
楯
に

兵
は
出
せ
な
い
ゼ
と
突
っ

ぱ
ね
れ
ば
い
い
も
の
を
、

口
を
返
せ
な
か
っ
た
ん
だ
。

▼
そ
れ
か
ら
で
し
ょ
。
間

に
合
わ
せ
の
法
律
を
つ
く

っ
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ
だ
、
戦
地
で

の
油
く
ば
り
だ
、
後
方
支

援
と
称
し
て
の
米
軍
人
運

び
と
だ
ん
だ
ん
血
を
流
す

方
へ
進
ん
で
き
て
の
集
団
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